
 

 

 

 

 

 

  

概要 

ヒトゲノムプロジェクト（２００３年４月解読完了）

に続き、米のゲノムプロジェクトも２００４年に完了

しました。今や、ゲノム情報は人類の共有財産として

認識されております。 

私たちの研究室ではゲノム情報に基づいて生産され

る生体機能分子（タンパク質）を健康科学産業、医薬

品産業、食品科学産業に役立たせることを展望してお

ります。現在、新潟県食品研究センター、新潟大学、

長岡技術科学大学、日本歯科大学、東京歯科大学など

に所属する研究者と協力しながらヒト唾液成分の保健

機能、新潟県産食品タンパク質（米や食用豆類）のプ

ロテオミクス、日本産ウナギと魚沼産養殖魚のバイオ

デフェンス、水晶振動子マイクロバランスバイオセン

サーに関する基礎研究を進めております。 

 

１．生 命 科 学 分 野 の テ ク ノ ロ ジ ー 

 

図１．第20染色体に局在するヒトシスタチン遺伝子群 

 

ヒトの体液（唾液、涙、脳脊髄液等）には様々な生

理活性蛋白質が含まれている。私たちはヒト唾液から

パパイン様のシステインプロテイナーゼの活性を阻害

する蛋白質を精製してシスタチンS, SA, SNと命名し

た。これらの蛋白質は抗ウィルス作用、抗菌作用、サ

イトカイン誘導能、蛋白質分解酵素の制御など様々な

生理活性を発揮し、その用途開発が期待されている。  

ヒトゲノムプロジェクトによりヒト唾液シスタチン

遺伝子群が図1に示したような状態で第20染色体の短

腕に存在することが判明しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

花王株式会社との共同研究により、遺伝子工学的手

法で納豆菌（枯草菌）に組換え型のヒトシスタチンを

工業生産させるためのシステムを開発しました。 

 

 

 

 

図２．天然型シスタチン S のアミノ酸配列(上図)と組換

えヒトシスタチン の生産(中図)と精製過程(下図) 
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２．環 境 科 学 分 野 の テ ク ノ ロ ジ ー 

 

（A） 水晶振動子センサーの開発 

 

この研究では食用豆タンパク質の生物活性を活用した

センサーを開発することを目指している。 

  

  

 

 

（B） 魚の自然免疫分子の同定と活用 

 

日本産ウナギの体表上皮抽出液の成分は歯周病原性細

菌やう蝕原性細菌（ヒトの口腔内に生息）によるバイ

オフィルム形成を抑制することが判明している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３．食 品 科 学 分 野 の テ ク ノ ロ ジ ー 

 

この研究課題の目標は日本人が食糧としている穀類か

ら口腔保健成分を検索して活用しようとすることであ

る。食用豆の抽出液に歯周病菌が分泌する歯肉溶解酵

素の活性を阻害する成分が含まれていることを発見し

た。この成分を健康産業や機能食品の開発に役立たせ

たいと願っております。 
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